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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 乳酸菌ヘルベヨーグルト １００ｇ 

機能性関与成分名 L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ） 

表示しようとする

機能性 
本品には L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）が含

まれます。乳酸菌ヘルベには目や鼻の不快感を緩和する

機能があることが報告されています。 

 
２．作用機序 

ハウスダストやダニに対する抗原特異的 IgE が陽性で目や鼻の不快感を有する健常

者を対象としたヒト試験で、機能性関与成分 L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）

の摂取により目や鼻の不快感低減作用が確認されている。この機能性に係る作用機序

としては、L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）が免疫細胞に作用し Th1/Th2 細胞の

バランスを改善し、抗原特異的 IgE の産生を抑制することでハウスダストやダニに対

する免疫反応が抑制されると考えられ、以下のような科学的根拠に基づいている。 

・生体内に異物が侵入すると、樹状細胞などの抗原提示細胞に取り込まれてナイーブ

な CD4 陽性 T 細胞に抗原提示され、活性化された T 細胞は Th1 細胞や Th2 細胞等

に分化する。Th1 細胞は、IFN-γなどのサイトカンを産生して主に細胞性免疫や感

染防御に関与する。一方、Th2細胞から産生される IL-4や IL-13のサイトカインは、

B 細胞における免疫グロブリンのクラススイッチを促進して IgE 産生を亢進させ

る。産生された IgE が肥満細胞に作用することで、細胞の中にあるヒスタミンやロ

イコトリエンという化学物質（ケミカルメディエーター）が放出される。ヒスタ

ミンは神経を刺激してくしゃみや鼻水、目のかゆみなど、また、ロイコトリエン

は血管を刺激して鼻づまりを引き起こすことが知られている。すなわち、これら

免疫細胞の過剰な応答を制御することが、目や鼻の不快感症状の緩和に重要であ

る。 

・雪印メグミルク株式会社保有の乳酸菌 41 株を用いてマウスの初代培養免疫細胞に

乳酸菌を添加し、免疫細胞の増殖及び炎症性サイトカインの産生について評価し

た。その結果、L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）は、免疫細胞の増殖および

IL-6 等の炎症性サイトカインの産生を抑制し、L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘル

ベ）が他の乳酸菌と比べて、非常に強い免疫制御作用を有することが示された 1)。 

・花粉アレルギーのモデルマウスに L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）菌体を摂

取させたところ、摂取していないマウスに比べて、アレルギーの増悪因子である

血液中の花粉抗原特異的抗体価が有意に低下した。また、鼻の所属リンパ節から

分離した免疫細胞を ex vivo において花粉で再刺激したところ、L. helveticus 

SBT2171（乳酸菌ヘルベ）摂取群では、免疫細胞の増殖を抑制すると共に Th2 型サ

イトカインである IL-5 の産生が有意に低下し、IL-13 の産生が低下傾向を示した。
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さらに、腸管免疫組織であるパイエル板において、抗炎症性サイトカインである

IL-10 と、過剰な免疫応答を制御し、免疫のバランスを正常に保つ機能を有する制

御性 T 細胞（Treg 細胞）のマーカーである Foxp3 の遺伝子発現量が有意に増加し

た。従って、L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）は腸管免疫系を介して、抗体

や Th2 サイトカインの産生を抑制し、アレルギー緩和作用を発揮する可能性が示

された 2)。 

・L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）を使用して製造したチーズを健常マウスに摂

取させた場合にも、腸管免疫組織であるパイエル板において Treg 細胞が誘導され

た。このチーズをデキストラン硫酸ナトリウムで誘発した大腸炎モデルマウスに

摂取させた結果、大腸炎の症状が緩和するともに、IL-17 及び IL-6 といった炎症性

サイトカインの産生抑制が確認された 3)。 

・さらに、自己免疫疾患の一つである関節リウマチのモデルマウス（コラーゲン誘導

性関節リウマチモデル）に L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）菌体を与えた結

果、手足の腫れ等のリウマチ症状が緩和された。さらに、関節リウマチの増悪因

子である血液中の抗原特異的抗体価と炎症性サイトカイン IL-6 の濃度が低下し、

リンパ組織において抗体産生やサイトカイン産生を促進する B 細胞や T 細胞など

の免疫細胞数が減少した。これらの結果から、L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘル

ベ）は免疫細胞の過剰増殖を抑えることで抗体やサイトカインの産生を低減し、

炎症性疾患を抑制することが示唆された 4)。 

・また、L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）による免疫細胞の増殖抑制作用の制御

メカニズムを解析したところ、L. helveticus SBT2171（乳酸菌ヘルベ）は、細胞増

殖に関わる JNK シグナル系を抑制することで細胞増殖を抑制することが示された

5)。 
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